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地
域
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
を
見
つ
め
て 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
理
事
・
会
員
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
の
法
人
運
営
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
、
人
材
不

足
な
ど
課
題
は
あ
り
ま
し
た
が
、
理
事
・
会
員
の
皆
様
の
ご
支
援
、

ま
た
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い
ま
な
ざ
し
と
ご
協
力
に
よ
り
、
一

年
を
無
事
に
終
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 さ

て
、
本
年
三
月
十
二
日
に
は
、
玉
名
市
民
の
永
年
の
悲
願
で

あ
る
九
州
新
幹
線
全
線
と
新
玉
名
駅
が
開
業
と
な
り
ま
す
。 

昨
年
十
二
月
の
ダ
イ
ヤ
発
表
で
は
、
大
阪
直
通
「
さ
く
ら
」
の

上
下
３
本
の
停
車
が
決
定
し
、
新
た
な
期
待
と
希
望
が
ふ
く
ら
ん

で
参
り
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
開
業
効
果
を
活
か
す
べ
く
、
行
政
を
は
じ
め
、
経
済

団
体
や
各
種
団
体
に
お
い
て
様
々
な
取
り
組
み
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
一
層
力
が
入
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち

と
し
て
も
、
こ
の
新
幹
線
効
果
を
大
い
に
取
り
込
む
努
力
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
た
め
に
は
、
髙
瀬
蔵
の
役
割
で
あ
る
文
化
継
承
と
創
造
拠

点
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
原
点
を
見
つ
め
、
再
確
認
し
、
地
に
つ

い
た
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
、
観
光
客
を
は
じ
め
と
す
る

来
訪
者
に
「
髙
瀬
蔵
」
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
一
番
の
手
段
で

は
な
い
か
と
確
信
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

今
後
と
も
髙
瀬
蔵
の
益
々
の
発
展
を
祈
念
致
し
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
変
わ
ら
な
い
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 理

事
長 

猿 

渡 

洋 
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髙瀬の秋を楽しむアートイベントも、

今年で 3回目です。 

10/3（日）～10/17（日）の 2 週間、

祟城大学芸術学部・勝野研究室のご協力

のもと、彫刻展を開催。 

 髙瀬蔵ホールでは県美展の大賞作品

「錆」をはじめとする力作が展示され、

彫刻と古民家の空間が融合した新感覚

のアートを体験することができまし

た！ 

 今年の夏休みには子供たちを対象に

した彫刻ワークショップを開催しまし

たが、そのときに製作した素焼き粘土の

作品も蔵に展示。大学生とはひと味違っ

た子供たちの作品は、素朴でたいへん味

わい深く大好評でした！ 

 裏川水際緑地公園では野外彫刻のラ

イトアップをおこない、歴史的建造物で

ある石垣や石橋を背景に、とても幻想的

な展示空間に・・・！ 

 さて、今年のアートイベントは彫刻展

に音楽を加えて、フロアーコンサートを

同時開催！なんていうのもいいかもし

れませんね！ （まちづくり推進部会） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （文化部会） 

本年度第 7 夜（10 月 28 日）は「西郷小兵衡がとりもつ鹿児島と玉名の縁」をテーマ

に、西郷小兵衡を偲ぶ会代表の中本邦弘氏からのお噺。鹿児島と言えば西郷隆盛、西南

戦争と言えば田原坂が頭に浮かぶが、本当の激戦地は玉名であり、玉名で西郷隆盛の弟

である西郷小兵衡が戦死していた事について話していただいた。 

第 8 夜（11 月 25 日）は｢お能の見方と楽しみ方｣をテーマに、中村勝氏からのお噺。

日本の伝統芸能である能、私たちも、どう鑑賞していいのか分からなかったが、今回の

夜噺で鑑賞するポイントを教えていただき大変参考になった。 

第 9 夜（12 月 9 日）は「これからの百姓」と題し、ファームステーション庄屋の徳永 

龍氏からのお噺。厳しい農業環境の中で、農業の楽しさ、食の安全を若い人に体験して

もらう新しい形の農業についてお話しいただいた。農業の楽しさを実感し、農業を始め

る若い人たちが増えればと願うとともに、農業の大切さを実感した一夜であった。 

 10月31日(日)のお菓子づくり体験講座は

ロールケーキを応用したお菓子の作り方を

学びました。ロールケーキを家庭でも作り

たい思いで、熱心に質問しメモを取ってお

られる参加者の方々が、とても印象的でし

た。 

12 月 4 日(土)は恒例となりましたクリス

マスケーキの作り方を学びました。 

両日の講座とも参加者からは「非常に参考

になりました、家庭でも早速作ってみたい

と思います」「お菓子を作るのは難しいと思

っていましたが、レシピと山嵜講師の楽し

く理解しやすい説明でとても楽しかったで

す」などの感想をいただき、蔵は、お菓子

の甘い香りに包まれていました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

当法人運営につきましては、日頃よりご

協力を賜り感謝申し上げます。髙瀬蔵もお

かげさまで開館 7 周年目を迎えます。これ

も会員の皆様方のご支援、ご協力の賜物と

重ねて感謝申し上げます。早速ですが、平

成 22 年会費のお支払いがお済でない方は、

髙瀬蔵受付にて納入頂きますようお願いし

ます。本年もよろしくお願い申し上げます。 

（事務局） 

ボジョレーの解禁にあわせて今年もライヴとワインと料理の

夕べのパーティーが開かれました。今回は酒屋さん＆お洒落なお

店グループのコラボにより、内容の濃いパーティーにしようと計

画し、ワイン、ライヴ、料理と三拍子揃ったお洒落な雰囲気を楽

しんでいただきました！癖がなく美味しいと、ワインのグラスが

進んだ方、小野リサみたいだねとライヴを楽しまれた方、仕事先

から駆けつけてパスタやサンドでおなかを満たされた方など、 
それぞれに秋の夕べを満足していただいたひと時でした。        

（商店会イベント部会） 

楽しく・美しく歌いたい講座Ⅱを 10 月 21 日、28 日、11 月 4

日と 3回シリーズで開催いたしました。前回 6月の講座Ⅰを受講

されたリピーターの方やご夫婦の参加で大変盛り上がりました。 

 講師の片山敬子先生の元気でわかりやすい指導で、呼吸法や歌

詞についての関わりを考えながら熱心に歌い、質疑応答など充実

した時間を過ごしました。 

 受講者から「全身を使って声を出す歌は、気持ちが良い」、「次

回が、又楽しみです」とみなさん楽しそうに笑顔で帰られました。                      

（音楽部会） 

恒例となりました「髙瀬蔵ガラクタ市」。 

今年は 2月 20 日（日）11:00～16:00 で開催します。 

 つきましては、会員の皆様から販売する品物の提供

をお願いします。贈答品や買ったけど使わないままの

もの、まだ使えるけど不要になったもの、洋服や身の

回り品・雑貨など何でも結構です。 

 提供していただける品物は、事前に髙瀬蔵受付まで

お持ち頂けると助かりますが、運ぶのが大変という場

合などは、受付までご相談ください。 

 ガラクタ市の収益は、ＮＰＯ法人 

髙瀬蔵の大切な収入になっています。 

 皆様のご支援・ご協力をよろしく 

お願いします。（商店会イベント部会） 


